
松
尾
芭
蕉 
奥
の
細
道

一
関

松
尾
芭
蕉

　
三
代
の
栄
耀
一
睡
の
中
に
し
て
、
大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
有
。

秀
衡
が
跡
は
田
野
に
成
て
、
金
鶏
山
の
み
形
を
残
す
。
先
高
館
に
の

ぼ
れ
ば
、
北
上
川
南
部
よ
り
流
る
ゝ
大
河
也
。
衣
川
は
和
泉
が
城
を

め
ぐ
り
て
、
高
館
の
下
に
て
大
河
に
落
入
。
泰
衡
等
が
旧
跡
は
、
衣

が
関
を
隔
て
、
南
部
口
を
さ
し
堅
め
、
夷
を
ふ
せ
ぐ
と
み
え
た
り
。

偖
も
義
臣
す
ぐ
つ
て
此
城
に
こ
も
り
、
功
名
一
時
の
叢
と
な
る
。「
国

破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」
と
、
笠
打
敷
て
、

時
の
う
つ
る
ま
で
泪
を
落
し
侍
り
ぬ
。

　
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡

　
　
　
卯
の
花
に
兼
房
み
ゆ
る
白
毛
か
な
　
曽
良

　
兼
て
耳
驚
し
た
る
二
堂
開
帳
す
。
経
堂
は
三
将
の
像
を
の
こ
し
、

光
堂
は
三
代
の
棺
を
納
め
、
三
尊
の
仏
を
安
置
す
。
七
宝
散
う
せ
て
、

珠
の
扉
風
に
や
ぶ
れ
、
金
の
柱
霜
雪
に
朽
て
、
既
頽
廃
空
虚
の
叢
と

成
べ
き
を
、
四
面
新
に
囲
て
、
甍
を
覆
て
雨
風
を
凌
。
暫
時
千
歳
の

記
念
と
は
な
れ
り
。

　
五
月
雨
の
降
の
こ
し
て
や
光
堂

増補行程記［複製］
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東
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貫

自

動

車

道

牧沢
八幡神社

カッパ崖

二三

登
米
か
ら
、
涌
津
・
金
沢

そ
し
て
一
関
へ

元
禄
２
年
（
1
6
8
9
年
）
５
月
12
日

（
新
暦
６
月
28
日
）
の
朝
、
芭
蕉
と
曽
良
は
、

登
米
（
宮
城
県
登
米
市
登
米
町
）
の
検
断

庄
左
衛
門
の
屋
敷
を
出
発
、
一
関
を
目
指

し
て
北
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
日
、
芭
蕉
が
辿
っ
た
道
は
、
概
ね

現
在
の
国
道
３
４
２
号
線
す
な
わ
ち
「
一

関
街
道
」
に
あ
た
り
ま
す
。
沿
道
に
は
、

旧
街
道
の
面
影
を
残
す
松
並
木
や
宿
場
の

雰
囲
気
た
だ
よ
う
家
並
み
も
見
ら
れ
て
、

け
や
が
て
五
合
坂
が
見
え
て
き
ま
す
。
現

在
、
車
が
通
れ
る
新
し
い
道
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
当
時
の
道
は
か
な
り
の
急
坂
で
、

そ
の
痕
跡
が
今
に
残
り
、
地
元
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
刈
払
い
な
ど
を
行
い
歴
史
の
小

路
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
合
坂
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
樹
齢

二
百
年
の
杉
の
大
木
と
、
そ
の
根
元
に
導

心
塚
が
あ
り
ま
す
。
導
心
塚
か
ら
は
果
樹

園
と
田
圃
が
広
が
り
、
心
な
し
気
分
も
軽

訪
れ
る
人
を
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
歴
史

ロ
マ
ン
へ
と
誘
い
ま
す
。

芭
蕉
と
曽
良
は
降
り
出
し
た
雨
の
中
、

一
関
街
道
を
北
上
し
、
上
沼
新
田
町
（
宮

城
県
登
米
市
中
田
町
）
を
通
過
し
ま
す
。

新
田
と
い
う
名
前
が
示
す
よ
う
に
、
芭

蕉
の
時
代
、
こ
の
辺
り
は
開
拓
中
だ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ひ
な
び
た
街
道
を
進

む
と
、
や
が
て
道
は
涌
津
（
一
関
市
花
泉

町
）
の
集
落
に
入
り
ま
す
。
店
蔵
や
家
並

み
、
鉤
の
手
に
曲
が
る
道
に
往
時
の
お
も

む
き
が
漂
い
ま
す
。
ま
た
、
涌
津
は
坂
上

田
村
麻
呂
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
八
幡
神
社

や
か
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
牧
沢
八
幡
神

社
、
矢
ノ
目
沢
、
追
分
ま
で
進
み
ま
す
。

追
分
か
ら
カ
ッ
パ
崖
ま
で
の
尾
根
伝
い

に
続
く
道
は
古
来
「
細さ

い

布み

長
根
」
と
呼
ば

れ
由
緒
あ
る
道
で
す
。

前
方
に
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
の
跨
線
橋
が
見

え
て
き
ま
し
た
。「
合
羽
も
通
る
」
程
の

雨
も
い
つ
の
間
に
か
止
み
、
栗
駒
の
山
が

夕
焼
け
で
染
ま
っ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
も
馬

か
ら
降
り
歩
き
始
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

や
、
千
三
百
年
代
の
柴
舘
跡
な
ど
史
跡
も

多
い
と
こ
ろ
で
す
。

雨
脚
が
弱
ま
る
き
ざ
し
は
な
く
、
芭
蕉

は
こ
こ
で
馬
を
借
り
て
道
を
急
ぎ
金
沢
宿

に
入
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
一
関
ま
で
は
、

大
槻
を
経
て
大
門
に
出
る
一
関
街
道
が
一

般
的
で
す
が
、
当
日
は
川
も
増
水
し
て
お

り
金
沢
宿
の
入
口
手
前
で
金
沢
川
（
金
流

川
）
を
徒
渡
り
し
、
大
槻
か
ら
右
手
の
山

越
え
の
道
を
選
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
「
皆
山
坂
」
ば
か
り
３
里
の

道
程
を
馬
に
ま
た
が
り
「
合
羽
も
通
る
」

程
の
豪
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
一
関
を
目
指

し
ま
し
た
。

大
槻
か
ら
は
国
道
3
4
2
号
線
を
そ

れ
、
庵
寺
の
坂
道
を
、
北
に
向
か
い
ま
す
。

新
供
養
敷
坂
、
団
子
坂
、
米
坂
を
通
り
抜

金
沢
宿
の
街
並
み

上
戸
近
辺
は
、
現
在
で
も
「
宿
た
つ
み

や
」「
宿
も
い
し
や
」「
宿
大
林
や
」

な
ど
宿
場
の
屋
号
が
残
り
、
各
家
々
の

入
口
に
は
行
灯
が
掲
げ
ら
れ
、
当
時
の

宿
場
の
様
子
が
窺
い
知
れ
る
。

稲
荷
山
宝
寺
院

金
沢
八
幡
神
社
の
西
隣
に
あ
る
。
明
徳

四
年
（
1
3
9
3
）
開
基
。
山
門
は
江

戸
時
代
の
建
築
様
式
を
伝
え
る
精
緻
な

造
り
で
、
楼
上
に
は
十
六
羅
漢
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
岩
手
県
文
化
財
指
定
。

雨
降
る
、
馬
に
乗
る	

五
月
十
二
日

牧沢八幡神社　牧沢は藤原時代からの馬産地です。
神社境内の杉は樹齢五百年、芭蕉もこの杉を見たに
違いない。

カッパ崖　その由来は、崖の下の沢川からカッ
パが這い上がったとか、旅人がここで合羽を脱
いで一服したとか。

導心塚　即身成仏の修行者至心導士の塚。この沿
道を通って一関に入ったと推定されている。

（
陽
暦
六
月
二
十
八
日
）

一関街道の松　花泉町永井の街道筋ところどころに
嘉永の松、明治松などかつての並木の松が残る。

周
辺
の
見
処

有

壁

本

陣

金
沢
宿
よ
り
一
関
ま
で
、
芭
蕉
の
道
は

明
ら
か
で
な
い
。
大
門
を
通
っ
て
一
関

街
道
か
ら
分
か
れ
、
奥
州
道
中
を
北

上
す
る
道
も
想
定
さ
れ
得
る
コ
ー
ス
だ
。

そ
の
途
中
に
位
置
す
る
旧
有
壁
本
陣
は
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

金

沢

金

流

橋

当
時
、
こ
の
橋
は
掛
か
っ
て
お
ら
ず
、

一
関
に
行
く
に
は
、
金
流
川
を
徒
渡
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
増
水

の
た
め
芭
蕉
は
山
越
え
の
道
を
行
く
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
。

周
辺
の
見
処
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四五

釣

山

公

園

市
街
地
に
隣
接
し
た
小
高
い
丘
で
、
こ

の
地
を
治
め
た
田
村
家
の
田
村
神
社
が

鎮
座
す
る
。
春
に
は
満
開
の
桜
、
秋
に

は
真
赤
な
紅
葉
が
人
々
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。

大
槻
三
賢
人
像

オ
ラ
ン
ダ
語
の
入
門
書
「
蘭
学
階
梯
」

を
出
版
し
た
大
槻
玄
沢
、
開
国
論
者
と

し
て
知
ら
れ
る
儒
学
の
磐
渓
、
わ
が
国

最
初
の
辞
書
「
言
海
」
を
編
纂
し
た
文

彦
は
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
一
関

の
偉
人
。
一
ノ
関
駅
西
口
正
面
。

旅
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に

二
夜
を
過
ご
す

一
関
の
宿
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
夕
闇

せ
ま
る
黄
昏
時
で
し
た
。
中
世
の
昔
か
ら

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
一
関
は
、
古

く
は
平
泉
へ
の
南
の
玄
関
口
と
な
っ
た
地

で
も
あ
り
ま
す
。
仙
台
藩
の
支
藩
と
し

て
近
世
を
迎
え
ま
し
た
が
、
芭
蕉
が
訪
れ

た
頃
は
、
領
主
田
村
氏
が
江
戸
幕
府
直

属
の
家
臣
と
し
て
な
か
ば
独
立
し
て
お
り
、

３
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

芭
蕉
と
曽
良
は
一
関
に
２
泊
し
て
い
ま

す
が
、
宿
の
正
確
な
場
所
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ
、
磐
井
川
の
西

岸
、
地
主
町
周
辺
と
、
概
ね
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
、平
泉
に
最
も
近
い
宿
場
は
、

磐
井
川
対
岸
の
山
ノ
目
村
に
あ
り
ま
し
た
。

あ
え
て
一
関
の
城
下
を
宿
所
と
定
め
た
事

に
は
、
何
か
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

芭
蕉
一
行
は
、
一
関
に
前
泊
し
翌
日
平

泉
を
見
学
し
た
後
、
再
び
同
じ
宿
に
戻
っ

た
よ
う
で
す
。
宿
の
主
が
風
呂
を
沸
か
し

て
芭
蕉
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
の
で
す
。
一

関
は
元
禄
の
昔
か
ら
、
平
泉
を
訪
ね
る
旅

人
に
と
っ
て
お
あ
つ
ら
え
の
宿
泊
地
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

一ノ
関
、
黄
昏
に
着
く	

五
月
十
二
日

（
陽
暦
六
月
二
十
八
日
）

三
諸
説
が
あ
り
未
だ
確
定
で
き
な
い

　
一
関
の
宿
泊
地

現
在
、
磐
井
橋
の
た
も
と
に
二
夜
庵
跡
の

顕
彰
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
諸
説
が
あ
り
、

未
だ
確
定
出
来
な
い
部
分
が
多
い
。
主
は
、
風

呂
を
わ
か
し
て
待
っ
て
い
た
と
あ
り
、
旅
館
で

は
な
か
っ
た
か
と
も
思
わ

れ
る
。
地
主
町
の
金
森
家

（
二
軒
あ
る
）
や
白
土
家

と
い
う
説
も
あ
る
。

周
辺
の
見
処

絶
景
を
眼
前
に
、
英
雄
の
最
期
に

思
い
馳
せ
て
、
し
ば
し
泪
す
る

巳
の
刻（
午
前
１０
時
頃
）、前
日
と
は
う
っ

て
変
わ
り
晴
れ
渡
る
夏
空
の
下
、
芭
蕉
と

曽
良
は
磐
井
川
を
渡
り
、
一
路
奥
州
道
中

を
北
へ
、
平
泉
を
目
指
し
ま
し
た
。
街
道

を
進
み
太
田
川
を
越
え
る
と
、
そ
こ
は
か

つ
て
奥
州
藤
原
氏
が
栄
華
を
極
め
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
跡
形
は
何
も
な
く
、
田

野
が
う
ち
続
く
ば
か
り
で
し
た
。
万
物
は

流
転
し
、
無
常
の
風
が
吹
き
わ
た
り
ま
す
。

平
泉
は
、
源
義
経
終
焉
の
地
。
折
し

も
、
そ
の
没
後
五
百
年
と
い
う
節
目
の
年

に
、
義
経
の
記
憶
を
た
ず
ね
て
奥
州
路
を

旅
す
る
芭
蕉
に
と
っ
て
は
、
そ
こ
に
あ
る

山
川
草
木
、
そ
し
て
空
の
色
風
の
音
さ
え

も
皆
、
悲
劇
の
英
雄
の
記
憶
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

義
経
主
従
が
最
期
を
遂
げ
た
高
館
の
城

跡
に
佇
ん
だ
芭
蕉
と
曽
良
は
、
眼
前
に
拡

が
る
絶
景
と
向
き
合
い
、
こ
の
旅
の
大
き

な
目
的
を
果
た
し
ま
し
た
。
平
泉
の
段
は
、

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
全
編
の
ち
ょ
う
ど
真
ん

中
、
最
大
の
山
場
と
し
て
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

柳
之
御
所
遺
跡

奥
州
藤
原
氏
の
政
庁
「
平
泉
館
」
跡
と

推
定
さ
れ
る
遺
跡
。
一
帯
が
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
史
跡
公
園
と

し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
芭
蕉

が
訪
れ
た
頃
に
は
、
一
面
の
田
野
だ
っ

た
。
た
く
さ
ん
の
発
掘
出
土
品
が
陳
列

さ
れ
る
「
柳
之
御
所
資
料
館
」
に
は
是

非
立
ち
寄
り
た
い
。

ま
づ
高
館
に
の
ぼ
れ
ば	

五
月
十
三
日

高館義経堂　芭蕉が訪れる６年前の建立にな
るが、この堂のことは記されていない。

高館からの眺望　眺望平泉第一といわれ、芭蕉ならずとも詩情が
かき立てられる風景。

卯の花清水　涌水の傍らに曽良の句碑が建て
られたことから名付けられた。

毛越寺境内の芭蕉句碑「夏草や 兵どもが 夢の跡」
左が真筆句碑で芭蕉の甥・也寥禅師が建立した。

（
陽
暦
六
月
二
十
九
日
）

毛

越

寺

庭

園

奥
州
藤
原
氏
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
壮

大
な
伽
藍
は
、
こ
と
ご
と
く
消
失
し
今

は
礎
石
を
残
す
だ
け
だ
が
、
往
時
の
ま

ま
の
優
れ
た
庭
園
が
復
元
整
備
さ
れ
て

い
る
。
芭
蕉
は
訪
れ
な
か
っ
た
が
、
芭

蕉
真
筆
の
「
夏
草
」
の
句
碑
も
あ
る
。

境
内
は
国
の
特
別
史
跡
・
特
別
名
勝
と

二
重
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

周
辺
の
見
処



芭蕉句碑（中尊寺境内）

「五月雨の降り残してや光堂」

六七

無
常
の
風
に
あ
ら
が
う
御
堂
と
向

き
合
い
、
芭
蕉
は
も
う
ひ
と
つ
の

真
相
に
辿
り
つ
く

高
館
の
ふ
も
と
の
、
深
い
切
り
通
し
を

抜
け
て
桜
川
の
土
橋
を
渡
る
と
、
中
尊
寺

の
参
道
が
見
え
て
き
ま
す
。
老
杉
が
道
の

両
側
を
取
り
囲
む
月
見
坂
を
の
ぼ
り
、
さ

ら
に
道
を
奥
に
進
む
と
、
目
的
の
二
堂
が

あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
中
尊
寺

金
色
堂
と
経
蔵
で
す
。
当
時
金
色
堂
は
茅

平
泉
の
感
慨
を
胸
に
お
さ
め
、
山

道
沿
い
を
岩
出
山
に
向
か
う

念
願
の
平
泉
を
探
訪
し
た
芭
蕉
は
、
再

び
二
夜
庵
に
宿
を
と
り
、
翌
朝
十
四
日
、

出
羽
の
国
を
目
指
し
て
旅
立
ち
ま
し
た
。

芭
蕉
が
訪
れ
た
当
時
の
地
主
町
か
ら
大

町
・
百
人
町
（
新
大
町
）
は
外
堀
を
挟
ん

で
商
家
や
下
級
武
士
の
住
い
、
内
側
は
上

級
武
士
の
住
い
と
な
っ
て
お
り
、
南
北
に

八
幡
小
路
、
広
小
路
、
中
小
路
、
川
小
路

と
並
び
ま
す
。
中
小
路
は
現
在
、
歴
史
の

葺
き
の
覆
堂
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
芭
蕉

と
曽
良
は
、
僧
の
案
内
の
も
と
薄
暗
い
堂

内
に
足
を
踏
み
入
れ
、
金
色
堂
の
荘
厳
と

須
弥
檀
に
安
置
さ
れ
た
御
遺
体
に
つ
い
て

説
明
を
う
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

当
時
の
金
色
堂
は
、
内
外
に
お
さ
れ
た

金
箔
も
万
宝
の
限
り
を
尽
く
し
た
装
飾
も
、

多
く
が
幾
百
年
の
時
を
経
て
失
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
檀
上
の
諸
仏
も
御
遺

体
も
か
つ
て
の
ま
ま
、
そ
の
ま
ま
に
在
る

と
い
う
真
実
が
芭
蕉
の
心
を
突
き
動
か
し

小
路
と
な
っ
て
お
り
武
家
住
宅
な
ど
見
学

が
出
来
ま
す
。
内
堀
に
囲
ま
れ
釣
山
の
麓

が
藩
主
居
館
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

の
一
関
簡
易
裁
判
所
周
辺
で
す
。

地
主
町
か
ら
大
町
・
百
人
町
を
南
下
、

台
町
に
入
り
右
手
に
由
緒
あ
る
八
幡
神
社
、

願
成
寺
を
見
や
り
な
が
ら
程
な
く
、
奥
州

街
道
と
迫
街
道
の
分
岐
点
に
な
り
ま
す
。

こ
の
道
を
右
手
に
進
路
を
と
り
、
さ
ら

に
進
む
と
二
七
〇
年
以
上
前
に
建
立
さ
れ

た
「
こ
れ
従
右
は
は
ざ
ま
道
、
左
は
せ
ん

だ
い
道
」の
道
標
を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

す
ぐ
近
く
に
は
田
村
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
祥
雲
寺
が
あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
田
村

家
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
た
田
村
記
念

館
が
あ
り
見
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、

和
算
の
大
家
千
葉
雄
七
胤
秀
や
蘭
学
医
学

者
建
部
清
庵
の
顕
彰
碑
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

緩
や
か
な
坂
が
さ
ら
に
続
き
、
次
に

見
え
て
く
る
の
が
長
昌
寺
で
す
。
本
堂
に

あ
る
太
鼓
は
、
藩
政
時
代
、
皇
居
、
幕

府
、
御
三
家
に
限
ら
れ
て
い
た
「
時
の
太

鼓
」
に
よ
る
時
報
を
許
さ
れ
た
由
緒
あ
る

も
の
で
す
。
当
時「
一
関
に
す
ぎ
た
る
も
の
」

と
近
隣
か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
、
二
代
目
時
の
太
鼓
は
新
幹
線
一
ノ
関

駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

た
の
で
す
。
高
館
と
は
違
う
も
う
ひ
と
つ

の
境
地
へ
と
導
く
こ
の
感
慨
が
「
五
月
雨

…
」の
句
に
結
実
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

続
い
て
芭
蕉
と
曽
良
は
経
蔵
に
向
か
い

ま
し
た
が
、
別
當
の
僧
が
留
守
だ
っ
た
た

め
、
開
帳
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
の
二
人
の
足
取
り
に
つ
い
て
は
、

諸
説
あ
っ
て
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
見
晴

ら
し
の
よ
い
所
か
ら
眼
下
の
衣
川
や
泉
ヶ

城
、
は
る
か
西
方
の
霧
山
に
思
い
を
馳
せ
つ

つ
、
帰
路
に
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

千
歳
の
か
た
み
と
な
れ
り
光
堂

天
気
吉
、
一ノ
関
ヲ
立	

五
月
十
四
日

月見坂　江戸時代初期、
伊達藩によって植樹さ
れた杉並木が金色堂へ
と続く

中尊寺経蔵　曽良の日記
から堂内の実見が叶わな
かったことが知られている。

金色堂（新覆堂）　外観は 1965 年に建設された覆堂で、金色
堂はこの覆堂内に収められている。

平泉文化遺産センター
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（
陽
暦
六
月
三
十
日
）

迫街道分岐点　左手は奥州街道（国道四号線）右手が芭
蕉の歩んだ迫街道だが、現在は一方通行で車は進入禁止。

祥雲寺田村記念館　田村家に関する資料を展示、一切経
蔵や伊達兵部宗勝の母・保性院廟も拝することが出来る。

長昌寺「時の太鼓」　現在、時の太鼓は顕彰会によって引き
継がれ、あらゆる祭事の先導役として活躍している。

旧
沼
田
家
武
家
住
宅

江
戸
時
代
後
期
に
一
関
藩
家
老
職
を
務

め
た
沼
田
家
の
住
宅
を
復
原
。
創
建
は

18
世
紀
の
初
頭
か
ら
中
ご
ろ
と
推
定
さ

れ
約
三
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
。
　

酒
の
民
俗
文
化
博
物
館

大
正
時
代
の
酒
蔵
で
、
一
六
〇
〇
点
を

超
え
る
酒
造
り
の
道
具
の
一
部
を
展
示
。

館
内
は
「
文
学
の
蔵
」
が
併
設
さ
れ
、

島
崎
藤
村
、
井
上
ひ
さ
し
な
ど
ゆ
か
り

の
作
家
の
資
料
を
展
示
し
て
い
る
。
　

周
辺
の
見
処
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パンフレットについてのお問い合わせ、ガイドのお申し込み

❖ ㈳一関観光協会（駅案内所）　岩手県一関市駅前 1
     tel 0191-23-2350 fax 0191-23-0066
     http://ichinoseki-kankou.jp/

❖ いわいの里ガイドの会　岩手県一関市田村町2-18（旧沼田家武家住宅内）

     tel & fax 0191-21-8188 
     http://business4.plala.or.jp/iwaguide/top.htm

❖ 一関市役所商業観光課　岩手県一関市竹山町 7-2
     tel 0191-21-2111（代） fax 0191-31-3037
     http://www.ichitabi.jp/

蔵主沢入り口　今は雑草が生い茂るが、旧道の跡は残って
おり歩く事も出来る。

刈又一里塚　右の古田側の塚には樹齢数百年を思わせる
古木の切り株が残され、往時の面影を今に伝える。一関観光HPはこちらから▲

蔵
主
沢
か
ら
刈
又
一
里
塚
へ

　

岩
出
山
は
ま
だ
は
る
か
彼
方

長
昌
寺
を
過
ぎ
、
刈
又
に
進
ん
で
い
く

途
中
に
「
新
山
一
里
塚
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
里
塚
は
磐
井
橋
た
も
と
と
刈
又

一
里
に
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

進
む
と
道
は
三
つ
に
分
岐
、
左
の
道
は
田

圃
と
集
落
の
間
を
縫
っ
て
山
間
部
へ
延
び
、

右
の
方
は
市
道
の
延
長
で
刈
又
に
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
に
挟
ま
れ
る
よ
う

に
山
が
あ
り「
奥
の
細
道
・
真
柴
字
蔵
主
沢
」

の
標
柱
が
み
え
ま
す
。

こ
の
道
の
上
り
口
は
「
女
こ
ろ
し
坂
」

と
も
呼
ば
れ
、
次
の
よ
う
な
悲
話
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
悲
し
い
話
を
胸
に
秘
め
、
藪

の
中
の
山
道
を
二
十
分
ほ
ど
歩
く
と
田
圃

道
に
な
り
、
や
が
て
「
刈
又
一
里
塚
」
の
入

り
口
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
案
内
板
の
左
の

道
を
進
め
ば
「
ひ
じ
ま
が
り
坂
」、
さ
ら
に

峰
ま
で
登
れ
ば
刈
又
の
一
里
塚
に
到
着
し
ま

す
。
こ
こ
か
ら
道
は
な
だ
ら
か
と
な
り
、
芭

蕉
と
曽
良
は
思
い
出
深
き
一
関
と
別
れ
を
告

げ
、
岩
出
山
を
目
指
し
ま
し
た
。

一関市観光のお問い合わせ

発　　　　　行

「
栗
原
郡
稲
屋
敷
村
の
女
が
磐
井
郡
中

里
村
の
男
に
嫁
い
だ
が
、
離
縁
と
な
っ
た
。

し
か
し
夫
婦
の
愛
情
は
続
い
て
お
り
、
女

は
再
婚
祈
願
の
た
め
舞
草
観
世
音
に
願
掛
け

に
行
っ
た
。
夕
暮
れ
の
帰
り
道
、
偶
然
に
も

出
く
わ
し
た
男
は
、
暗
さ
の
あ
ま
り
怪
女
と

見
間
違
い
殺
し
て
し
ま
っ
た
が
、
よ
く
見
る

と
愛
す
る
妻
で
あ
っ
た
。
男
は
出
家
し
て
生

涯
、
妻
の
菩
提
を
弔
っ
た
」


